
３連覇に向かってまっしぐら！
（11月８日　第６回富士川町駅伝大会）

平成 27 年 12月号　No.69

今月のみどころ
・�人口ビジョン・総合戦略を策
定しました
・�町の財政状況のお知らせ

【くらしのカレンダー】
・�役場および公共施設の年末年
始のご案内



1
　
人
口
動
向
分
析

【
総
人
口
】

　

昭
和
22
年
の
2
5
，7
7
1
人
を

ピ
ー
ク
に
減
少
が
続
い
て
い
ま
す
。

▽
平
成
27
年
4
月
1
日
現
在

1
6
，0
0
9
人

【
自
然
増
減　
出
生
数
‒
死
亡
数
】

　
平
成
2
年
以
降
、
死
亡
数
が
出
生

数
を
上
回
る
「
自
然
減
」
が
続
い
て

い
ま
す
。

【
社
会
増
減　
転
入
数
‒
転
出
数
】

　
平
成
12
年
は
転
入
数
が
転
出
数
を

上
回
る
「
社
会
増
」
と
な
り
、
そ
れ

以
降
は
転
出
数
が
転
入
数
を
上
回
る

「
社
会
減
」
が
続
い
て
い
ま
す
。

【
将
来
人
口
推
計
】

　
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究

所
お
よ
び
日
本
創
成
会
議
の
推
計
結

果
で
は
、
町
の
将
来
人
口
は
次
の
と

お
り
と
な
り
ま
す
。

▽
2
0
4
0
年
の
総
人
口

　
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究

所
の
推
計　
1
0
，7
0
0
人

　
日
本
創
成
会
議
の
推
計9，7

5
9
人

▽
2
0
6
0
年
の
総
人
口

　
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究

所
の
推
計　
7
，2
6
6
人

2
　
人
口
の
将
来
展
望

（
1
）
目
指
す
べ
き
将
来
の
方
向

▽�

子
育
て
世
代
、
若
者
を
中
心
と
し

た
生
産
年
齢
人
口
の
流
入
、
定
住

の
促
進

▽�

若
い
世
代
の
就
労
・
雇
用
創
出
、

子
育
て
、
教
育
を
支
援
す
る
生
活

基
盤
の
整
備

▽�

必
要
な
人
に
必
要
な
情
報
を
届
け

る
き
め
細
や
か
な
情
報
伝
達

（
2
）
人
口
の
将
来
展
望

▽�

2
，0
6
0
年
の
目
標
人
口
を

1
6
，0
0
0
人

　

わ
が
国
で
は
今
後
、
本
格
的
な
人
口
減
少
が
進
行
し
ま
す
。
少

子
化
・
高
齢
化
の
影
響
で
、
生
産
年
齢
（
15
歳
以
上
65
歳
未
満
）

人
口
の
減
少
や
1
世
帯
あ
た
り
人
員
の
減
少
、
さ
ら
に
地
方
都
市

で
は
、
大
都
市
圏
へ
の
人
口
流
出
が
進
み
、
高
齢
者
単
身
世
帯
、

高
齢
者
の
み
世
帯
の
割
合
が
増
加
し
ま
す
。
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
維

持
で
き
る
魅
力
的
な
ま
ち
と
し
て
存
続
し
続
け
る
た
め
に
、
町
か

ら
の
人
口
流
出
の
抑
制
と
出
生
数
の
増
加
を
は
じ
め
、
※
消
滅
自

治
体
と
な
る
こ
と
を
回
避
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
手
立
て
を
行
う
こ
と

が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
町
で
は
今
後
の
人
口
動
向
を
分
析
し
、

将
来
展
望
を
示
す
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
、
そ
れ
を
基
に
、
今
後
5
か

年
の
具
体
的
な
施
策
を
提
示
す
る
総
合
戦
略
を
策
定
し
ま
し
た
。

※
消
滅
自
治
体

　

�

少
子
化
や
人
口
移
動
に
よ
り
人
口
が
減
少
し
、
自
治
体
と
し
て
の
機
能

が
維
持
で
き
な
く
な
る
自
治
体

「
富
士
川
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン・総
合
戦
略
」を

策
定
し
ま
し
た
。

「
富
士
川
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン・総
合
戦
略
」を

策
定
し
ま
し
た
。

◆
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
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パターン1 富士川町独自推計
　
次
の
図
の
と
お
り
、
国
立
社
会
保

障
・
人
口
問
題
研
究
所
に
よ
る
推
計

結
果
（
パ
タ
ー
ン
1
）
と
町
の
目
標

人
口
の
推
計
の
差
は
大
き
く
、
何
も

施
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
達
成
不
可
能

な
目
標
で
す
が
、
こ
の
差
を
埋
め
る

べ
く
総
合
戦
略
に
お
け
る
各
種
事
業

を
展
開
し
、
人
口
増
加
に
向
け
た
取

り
組
み
を
行
い
ま
す
。

○
富
士
川
町
に
お
け
る
安
定
し
た
雇

用
を
創
出
す
る

【
基
本
的
方
向
】

▽�

地
域
の
経
済
活
力
を
維
持
し
、
安

定
的
な
雇
用
の
確
保
を
図
る
た

め
、
企
業
の
誘
致
や
起
業
支
援
に

取
り
組
み
ま
す
。

▽�

農
林
業
、
地
場
産
業
、
商
業
等
の

異
な
る
産
業
間
の
連
携
に
よ
り
、

販
路
の
拡
大
や
新
た
な
産
業
展
開

を
図
り
ま
す
。

【
施
策
】

企
業
支
援
事
業
、
経
営
サ
ポ
ー
ト
事

業
、
6
次
産
業
化
事
業
な
ど

○
富
士
川
町
へ
の
新
し
い
ひ
と
の
流

れ
を
つ
く
る

【
基
本
的
方
向
】

▽�

住
宅
の
建
て
や
す
さ
や
土
地
の
取

得
し
や
す
さ
を
高
め
、
空
き
家
の

利
活
用
を
促
進
す
る
な
ど
、
富
士

川
町
へ
の
一
層
の
定
住
を
促
進
し

ま
す
。

▽�

町
有
住
宅
の
改
修
や
使
用
料
の
見

直
し
、
新
た
な
宅
地
分
譲
や
環
境

に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に

よ
り
、
定
住
者
の
増
加
を
図
り
ま

す
。

【
施
策
】

　
定
住
奨
励
金
補
助
事
業
、
定
住
者

支
援
事
業
、
S
N
S
に
よ
る
ツ
ー
リ

ズ
ム
関
連
情
報
発
信
事
業
、
ス
ポ
ー

ツ
合
宿
事
業
な
ど

○
富
士
川
町
で
若
い
世
代
の
結
婚
・

出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
叶
え
る

【
基
本
的
方
向
】

▽�

出
会
い
の
場
や
交
流
の
場
の
充
実

を
図
り
、
若
い
世
代
の
結
婚
の
希

望
が
叶
え
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
ま

す
。

▽�

学
校
給
食
費
の
助
成
や
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
運
行
、
医
療
費
窓
口
無
料

化
の
年
齢
拡
大
な
ど
、
小
学
生
、

中
学
生
な
ど
に
対
す
る
支
援
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

【
施
策
】

　
婚
活
支
援
事
業
、
企
業
お
よ
び
地

域
交
流
事
業
、
地
域
医
療
と
連
携
し

た
子
育
て
事
業
、
I
C
T
を
活
用
し

た
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
事
業
な
ど

○
富
士
川
町
の
時
代
に
あ
っ
た
地
域

を
つ
く
り
、
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る

と
と
も
に
、
地
域
と
地
域
を
連
携
す

る
。

【
基
本
的
方
向
】

▽�

地
域
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
と
広
域
連
携
に
よ
る
取
り
組
み

を
展
開
し
、
よ
り
快
適
な
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

▽�

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
S
N
S
な
ど

を
活
用
し
、
町
の
施
策
を
わ
か
り

や
す
く
説
明
す
る
と
と
も
に
、
町

民
の
活
動
を
紹
介
す
る
な
ど
、
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る

情
報
提
供
を
充
実
し
ま
す
。

【
施
策
】

　
中
部
横
断
道
活
性
化
事
業
、
公
共

交
通
連
携
事
業
、
峡
南
地
域
観
光
連

携
事
業
、
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
の

策
定
事
業
な
ど

●
お
問
い
合
わ
せ

　
企
画
課　
企
画
担
当

　
☎
22
―
7
2
1
6

※�平成 27年の人口は平成 22年の人口からの推計値を使用していますので、現在の人口とは異なり
ます。

富士川町の平成72年（2060年）の目標人口…16,000 人

◆
総
合
戦
略
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公表します

町税収入状況 ［単位：千円］
科　　目 予 算 額 収入済額 執行率（％）

町民税 650,934 282,033 43.33
固定資産税 520,038 420,942 80.94
町たばこ税 95,024 53,292 56.08
都市計画税 75,703 67,765 89.51
その他 48,020 44,744 93.18

計 1,389,719 868,776 62.51

企業会計財政状況 （単位：千円）

会　　計　　名
収　　　　入 支　　　　出

予 算 額 収入済額 収入率（％） 予 算 額 支出済額 執行率（％）

水道事業
収　益　的 217,206 73,803 33.98 216,550 30,918 14.28
資　本　的 10,087 3,375 33.46 110,292 28,174 25.54

一般会計予算執行状況
収入 ［単位：千円］

名　　　称 予算現額 収入済額 執行率（％）
町税 1,389,719 868,776 62.51
地方譲与税 57,242 19,132 33.42
地方消費税交付金 195,705 173,918 88.87
自動車取得税交付金 6,581 3,360 51.06
地方特例交付金 5,438 6,184 113.72
地方交付税 2,457,640 2,130,719 86.70
分担金・負担金 83,663 40,706 48.65
使用料・手数料 98,228 53,392 54.36
国庫支出金 741,635 269,071 36.28
県支出金 445,862 38,976 8.74
繰入金 1,122,277 47,000 4.19
繰越金 146,569 366,424 250.00
諸収入 110,701 26,022 23.51
町債 718,500 0 0.00
その他 34,710 32,151 92.63
歳入総額 7,614,470 4,075,831 53.53

支出 ［単位：千円］
名　　　称 予算現額 支出済額 執行率（％）

議会費 87,817 46,825 53.32
総務費 1,010,235 396,853 39.28
民生費 2,270,306 597,273 26.31
衛生費 640,897 233,778 36.48
農林水産業費 305,326 79,910 26.17
商工費 197,091 116,807 59.27
土木費 1,083,057 159,103 14.69
消防費 343,805 150,056 43.65
教育費 728,017 297,465 40.86
公債費 823,620 438,147 53.20
諸支出金 88,329 5,000 5.66
その他 35,970 8,379 23.29
歳出総額 7,614,470 2,529,596 33.22

平成 27年度　会計別財政状況　　※繰越を含む （単位：千円）

会　　計　　名
歳　　　　入 歳　　　　出

予 算 額 収入済額 収入率（％） 予 算 額 支出済額 執行率（％）
一般会計 7,614,470 4,075,831 53.53 7,614,470 2,529,596 33.22
特別会計 5,642,454 1,752,922 31.07 5,642,454 2,097,297 37.17
国民健康保険 2,101,815 747,175 35.55 2,101,815 815,439 38.80
後期高齢者医療 355,492 57,081 16.06 355,492 182,866 51.44
介護保険 1,860,460 761,717 40.94 1,860,460 720,298 38.72
介護サービス事業 105,061 38,163 36.32 105,061 51,371 48.90
奨学金 720 1,240 172.22 720 0 0.00
簡易水道事業 259,608 26,451 10.19 259,608 56,743 21.86
下水道事業 938,286 113,269 12.07 938,286 262,457 27.97
営農飲雑用水事業 3,730 1,380 37.00 3,730 1,414 37.91
箱原農業集落排水事業 13,632 3,105 22.78 13,632 5,853 42.94
鰍沢財産区 436 430 98.62 436 0 0.00
鹿島財産区 50 90 180.00 50 0 0.00
カラマツオ外三十山恩賜林保護財産区 531 117 22.03 531 0 0.00
峡南地区ことばの教室共同設置 1,733 1,826 105.37 1,733 575 33.18
峡南地区充指導主事共同設置 900 878 97.56 900 281 31.22

　平成 27年 9月末日までの予算執行および財政状
況を公表します。
　これは、皆さまに納めていただいている税金など
の収入や支出の様子をお知らせするとともに、所有
する土地や建物などの財産の状況、借入金の現在高
を条例に基づき公表するものです。
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平成 27年度 9月末日現在

財政状況を

基金（積立金）

町債（借入金）
　
借
入
金
は
、
な
る
べ
く
少
な
い
の

が
理
想
で
す
。
し
か
し
、
一
般
家
庭

に
お
い
て
も
ロ
ー
ン
を
組
ん
だ
り
し

な
が
ら
、
計
画
的
に
高
額
の
買
い
物

を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
町
の
財

政
運
営
も
同
じ
よ
う
に
資
金
計
画
を

立
て
て
、
借
入
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
長
く
利
用
で
き
る
施
設

な
ど
の
建
設
費
の
世
代
間
負
担
の
公

平
性
を
図
る
と
い
う
点
か
ら
も
有
効

な
手
だ
て
と
い
え
ま
す
。

　
現
在
の
借
入
金
は
、
一
般
会
計
で

は
、約
75
億
5
千
万
円
、特
別
会
計・

企
業
会
計
で
、
約
55
億
9
千
万
円
と

な
り
、
借
入
金
残
高
の
合
計
は
、
約

1
3
1
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
基
金
は
、
一
般
家
庭
で
い
う
貯
金

で
す
。

　
い
ざ
と
い
う
と
き
に
使
う
こ
と
が

で
き
る
財
政
調
整
基
金
は
、
9
月
末

現
在
で
約
10
億
4
千
万
円
あ
り
ま

す
。
こ
の
基
金
は
、
将
来
の
不
測
の

事
態
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
蓄
え
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か

の
基
金
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
し

た
が
っ
て
積
み
立
て
や
運
用
、
取
り

崩
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

全
会
計
の
基
金
を
集
め
る
と
約

31
億
3
千
万
円
あ
り
ま
す
。

町債未償還額 ［単位：円］
目　　　的　　　別

一　
　

般　
　

会　
　

計

公 共 事 業 等 1,058,214,379
公 営 住 宅 建 設 事 業 181,269,759
災 害 復 旧 事 業 37,581,758
緊急防災・減災事業 63,100,000
教育・福祉施設等整備事業 923,354,848
一 般 単 独 事 業 502,471,575
合 併 特 例 事 業 185,713,818
辺 地 対 策 事 業 16,961,747
過 疎 対 策 事 業 1,021,855,318
減 税 補 て ん 116,557,964
減 収 補 て ん 19,919,202
臨 時 財 政 対 策 債 3,178,719,594
都 道 府 県 貸 付 金 201,320,000
そ の 他 42,409,939

計 7,549,449,901

特
別
会
計
・
企
業
会
計

上 水 道 事 業 273,581,137
簡 易 水 道 事 業 1,025,569,530
営 農 飲 雑 用 水 事 業 8,255,023
下 水 道 事 業 4,189,717,501
箱原農業集落排水事業 76,023,655
国 民 健 康 保 険 14,989,332

計 5,588,136,178

町有財産財政状況 ［単位：円］
基　金　名　称 金　　額

財政調整基金 1,037,000,000
減債基金 612,268,000
公共施設整備等事業基金 1,046,000,000
奨学基金 33,607,000
地域福祉基金 200,000,000
物品調達基金 3,000,000
鹿島財産区基金 502,000
中山間ふるさと水・土保全対策基金 54,905,000
国民健康保険財政調整基金 0
介護保険給付費支払準備基金 42,754,452
簡易水道事業財政調整基金 3,708,000
営農飲雑用水事業財政調整基金 683,000
箱原農業集落排水事業財政調整基金 546,000
地域コミュニティー施設整備費貸付基金 53,046,000
過疎地域自立促進基金 43,005,000
鰍沢福祉センター太陽光発電設備管理基金 11,000

合　　　　　計 3,131,035,452

町 有 財 産
土地 953,562 ㎡
山林 520,364 ㎡
分収林 94,900 ㎡
建物 100,555 ㎡
車輌 80台
有価証券 0円
出資による権利 343,380,000 円

土地開発基金
土地面積 25,689.45 ㎡
その他 230,389,208 円

用語の説明
一般会計
　行政運営の基本的な経費が計上される会計

特別会計
　国民健康保険事業や下水道事業のように、保険料や使用料
などの収入によって事業を運営する場合、お金の流れをわか
りやすくするため、一般会計とは区別して設置する会計
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現
在
の
町
民
会
館
は
、
耐
震
性
の

無
い
施
設
で
あ
る
こ
と
や
、
大
規
模

改
修
の
時
期
を
経
過
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
中
央
公
民
館
機
能
お
よ
び
一

部
の
生
涯
学
習
機
能
を
備
え
た
新
・

町
民
会
館
（
鰍
沢
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

に
機
能
を
移
転
し
ま
す
。

　
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
い
ま
ま
で

ど
お
り
、
現
在
の
町
民
会
館
内
に
設

置
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
4
月
1
日
か
ら
、
新
・

町
民
会
館
に
な
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん

に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
の
は
、
平
成

28
年
4
月
5
日
（
火
）
か
ら
と
な
り

ま
す
。

　
現
在
の
町
民
会
館
と
鰍
沢
福
祉
セ

ン
タ
ー
は
、
平
成
28
年
3
月
30
日

（
水
）
ま
で
貸
し
出
し
を
し
ま
す
。

　
使
用
は
、
1
時
間
単
位
と
な
り
ま

す
。

　
基
本
的
に
、
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
施
設
全
体
が
社
会
教
育
法
に
基

づ
く
公
民
館
施
設
と
な
り
、
使
用
料

や
利
用
形
態
が
異
な
り
ま
す
。

　
特
に
、
現
在
の
町
民
会
館
で
は
使

用
で
き
る
営
利
を
目
的
と
し
た
事
業

を
行
う
こ
と
は
、
公
民
館
で
あ
る
こ

と
か
ら
で
き
ま
せ
ん
。

　
新
・
町
民
会
館
の
窓
口
で
、
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
教
育
委
員

会
で
は
、利
用
受
付
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
平
成
28
年
3
月
ま
で
は
、

現
在
の
町
民
会
館
で
お
受
け
い
た
し

ま
す
。（
鰍
沢
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
手

続
き
で
き
ま
せ
ん
）

　
使
用
す
る
月
の
3
か
月
前
の
1
日

以
降
に
利
用
の
受
付
を
開
始
し
ま

す
。
貸
し
出
し
は
、
受
付
順
と
な
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
休
館
日
は
除
き
ま
す
。

（
例
）4
月
10
日
に
利
用
す
る
場
合
。

（
答
）1
月
1
日
以
降
の
開
館
日
が
受

付
日
と
な
り
ま
す
。

新・町民会館位置図

町民会館使用料
種　別 町内利用者 町外利用者
ホール 1,030 円／時間 1,545 円／時間
調理実習室    820 円／時間 1,230 円／時間
会議室
その他    410 円／時間    620 円／時間

◆住　　所　鰍沢 655 番地 57
◆電話番号　22−4648
◆開館時間　午前 9時〜午後 10時
◆休 館 日　月曜日・祝祭日・年末年始

　
町
で
は
、
平
成
27
年
2
月
に
公
共
施
設
再
配
置
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。

　
今
後
、
財
政
状
況
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、
昭
和
40
年
代
か
ら
昭
和
50

年
代
に
整
備
さ
れ
た
施
設
の
本
庁
舎
や
分
庁
舎
、
町
民
会
館
な
ど
の
老

朽
化
が
進
み
、
倒
壊
な
ど
の
人
命
に
関
わ
る
被
害
に
つ
な
が
る
危
険
性

が
高
ま
る
た
め
、
大
規
模
改
修
や
建
て
替
え
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
新
た
な
住
民
ニ
ー
ズ
や
地
域
の
特
性
な
ど
に

配
慮
し
つ
つ
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
利
便
性
な
ど
の
向
上
を
目
指

し
、
公
共
施
設
の
効
率
的
な
配
置
と
管
理
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

平
成
28
年
4
月
1
日
か
ら

鰍
沢
福
祉
セ
ン
タ
ー
が

町
民
会
館
に
な
り
ま
す
お問い合わせ
生涯学習課

社会教育担当
☎22－5361

鰍沢警察署

富士見町

戸
川
橋

上
北
橋

国
道
52号

新・町民会館

駐車場

町
民
会
館
の
整
備
方
針
は

い
つ
か
ら
利
用
で
き
る
の

現
在
の
町
民
会
館
と
の

変
更
点
は

使
用
料
は

利
用
受
付
は

利
用
受
付
開
始
日
は
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鉄筋コンクリート3階建て
延床面積　　4,101㎡
駐車場駐車台数　　147台
子育て支援室、和室以外は土足のまま利用できます。
施設部屋名 設置階 面積（㎡） 備　　　　　考

会議室1 2階   20 （写真①）
会議室2 2階   38 間仕切りを外すと2室一緒に利用できます。（写真②）会議室3 2階   22
子育て支援室1 2階   33 間仕切りを外すと2室一緒に利用できます。土足厳禁の

部屋。（写真③）子育て支援室2 2階   33
調理実習室 2階   72 入口で備え付けの履物に履き替えます。（写真④）
和室 2階   19 土足厳禁の部屋。
ホール 3階 400 （写真⑤）
学習室 3階   49 （写真⑥）

◀
子
ど
も
が
使
い
や
す
い
子
育
て
支
援
室

▶
広
々
と
し
た
ホ
ー
ル

▶
5
台
の
調
理
台
を
配
置
し
た
調
理
実
習
室

▶
整
備
中
の
駐
車
場

少人数の会議で利用できる会
議室 1� ▶
仕切りを外すと 30 人程度が
利用できる会議室 2．3▼

▶
窓
側
に
仕
切
り
が
あ
り
、個
人
学
習
の
で
き
る

学
習
室

各部屋の概要
◀
広
々
し
た
玄
関

①

④

⑤

⑥ ③

②
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宝くじ助成金を利用し建設しました

　
事
業
主
体
で
あ
る
市
川
三
郷
町
富

士
川
町
山
王
土
地
区
画
整
理
組
合
で

は
宅
地
分
譲
（
保
留
地
処
分
）
を
開

始
し
て
い
ま
す
。
J
R
身
延
線
鰍
沢

口
駅
が
近
い
好
条
件
の
土
地
で
す

が
、
詳
細
な
区
画
は
図
面
で
ご
確
認

下
さ
い
。
募
集
は
先
着
順
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
土
地
を
お
探
し
の
方

は
お
早
め
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
宅
地
分
譲
の
概
要
と
申
し
込
み
】

▼
土
地
の
場
所

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
黒
沢
字
山
王

富
士
川
町
駅
前
通
二
丁
目
字
沢
ノ
戸

▼
面
積
と
単
価

61
〜
74
坪
、
平
均
8
万
円
／
坪

●
お
問
い
合
わ
せ

　
山
王
土
地
区
画
整
理
組
合

　
土
日
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
平

日
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　
☎
0
5
5
―
2
9
8
―
6
6
3
0

　

市
川
三
郷
町
黒
沢
地
区
お
よ
び
富
士
川
町
駅
前
通
二
丁
目
地
区

で
は
、
市
川
三
郷
町
富
士
川
町
山
王
土
地
区
画
整
理
事
業
が
実
施

さ
れ
、
地
区
内
に
は
コ
ン
ビ
ニ
が
平
成
28
年
2
月
に
オ
ー
プ
ン
す

る
予
定
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

市
川
三
郷
町
富
士
川
町
山
王
土
地
区
画
整
備
事
業

宅
地
を
分
譲
し
て
い
ま
す

　町では定住奨励金や住宅用地取得費
補助のほか、医療費助成や病後児保育
制度など、富士川町でのすこやかな子
育てと新生活をサポートします！
　詳しくは企画課企画担当までお問い
合わせください。☎ 22−7216

宝くじ助成金を利用し建設しました
　財団法人自治総合センターから「平成27年度自治宝くじコミュニティセンター助成事業」を受け、最勝寺
公民館の建設費に充てました。コミュニティセンター助成事業は、宝くじの受託事業収入を財源とし、住民の
自主的なコミュニティ活動を推進し、その健全な発展を図るため、需要に応じた集会施設の建設を実現すると
ともに、宝くじの普及広報事業を目的としています。

コミュニティセンター助成事業
　　　最勝寺区公民館建設（鉄骨平屋建て、延べ床面積299.70㎡）
　　　助成金額　15,000,000円

●お問い合わせ　企画課　企画担当　☎22−7216

移住・定住のサポート

富士川町
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禁
止

　
「
近
所
で
ご
み
を
燃
や
し
て
臭
い

が
す
る
」「
煙
で
洗
濯
物
に
臭
い
が
つ

い
て
し
ま
っ
て
困
る
」
と
い
っ
た
苦

情
が
最
近
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
野
外
で
の
ご
み
の
焼
却
、
い
わ
ゆ

る
野
焼
き
は
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
法
律
」
で
原
則
と
し

て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
違
反
す
る

と
懲
役
5
年
以
下
ま
た
は
1
，

0
0
0
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
十
分
な
焼
却
施
設
を
持
た
な
い
簡

易
焼
却
炉
、
ド
ラ
ム
缶
、
ブ
ロ
ッ
ク

積
み
で
の
焼
却
も
野
焼
き
と
み
な
さ

れ
ま
す
。

　
野
焼
き
は
、煙
や
悪
臭
が
発
生
し
、

周
囲
の
方
に
大
変
な
迷
惑
と
な
り
ま

す
。
ご
み
は
、
分
別
し
て
町
の
収
集

に
出
す
な
ど
、
適
正
に
処
理
を
し
ま

し
ょ
う
。

　
例
外
的
な
野
焼
き
で
も
必
要
最
小

限
の
焼
却
と
し
、
風
向
き
や
時
間
帯

に
配
慮
す
る
な
ど
、
周
辺
の
迷
惑
に

な
ら
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

臭
い
が
近
所
の
迷
惑
に
な
っ
た

り
、
煙
が
多
く
発
生
し
て
交
通
の
妨

げ
と
な
っ
た
り
す
る
場
合
は
、
上
記

の
焼
却
で
あ
っ
て
も
禁
止
と
な
り
ま

す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
生
活
課　
生
活
環
境
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
9

　
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
法
律
」
並
び
に
「
富
士
川
町
廃

棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条

例
」に
よ
り
、「
事
業
者
は
、
そ
の
事

業
活
動
に
伴
っ
て
生
じ
た
廃
棄
物

は
、
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
適
正
に

処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
廃
棄
物
の
う
ち
、
産
業
廃
棄
物
以

外
の
ご
み
を
一
般
廃
棄
物
と
い
い
、

事
業
活
動
に
伴
っ
て
生
じ
た
ご
み
を

事
業
系
一
般
廃
棄
物
と
い
い
ま
す
。

主
に
、
飲
食
店
か
ら
出
る
茶
殻
や
残

飯
と
い
っ
た
生
ご
み
、
事
務
所
や
店

舗
で
使
用
し
た
紙
ご
み
、
空
き
缶
、

敷
地
内
の
枝
葉
な
ど
で
す
。

　
た
と
え
少
量
で
あ
っ
て
も
「
家
庭

ご
み
の
収
集
場
所
」
に
出
す
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
次
の
と
お
り
処
理
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
町
の
一
般
廃
棄
物
処
理
業
許
可
業

者
に
収
集
を
依
頼
す
る

　
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な

る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
中
巨
摩
地
区
広
域
事
務
組
合
清
掃

セ
ン
タ
ー
に
直
接
持
ち
込
む

　
持
ち
込
み
が
で
き
る
日
時
は
、
平

日
の
午
前
8
時
30
分
〜
11
時
30
分
と

午
後
1
時
〜
4
時
で
す
。土
日
祝
日・

年
末
年
始
は
休
業
と
な
り
ま
す
。
料

金
は
、10
k
g
あ
た
り
1
6
9
円（
税

込
み
）
で
す
。

　
持
ち
込
み
で
き
な
い
ご
み
も
あ
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
電
話
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

中
巨
摩
地
区
広
域
事
務
組
合
清
掃
セ

ン
タ
ー

☎
0
5
5
―
2
7
3
―
5
7
1
1

▼
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
へ
引
き
取
り
を

依
頼
す
る

　
紙
類
や
金
属
類
に
つ
い
て
は
、
業

者
に
引
き
取
り
を
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
生
活
課　
生
活
環
境
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
9

野
焼
き
は
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

事業系一般廃棄物の適正処理に
ご協力をお願いします
　事業活動に伴って生じたごみが、家庭ごみの収集場所に出されている
ことがあります。次のことを守り、適正に処理してください！

・�風俗慣習上または宗教上の行事を行うために
必要な廃棄物の焼却
・�どんど焼きなどの地域行事、学校行事でのキャ
ンプファイヤーなどにおける焼却
・�農業、林業または漁業を営むためにやむを得
ないものとして行われる廃棄物の焼却（害虫
駆除のための稲わらの焼却など）
・たき火� …など

例外的に認められている野焼き

事
業
者
の
責
任
で

適
正
に
処
理

処
理
の
仕
方

事
業
系
一
般
廃
棄
物
と
は
？
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イベント　TOPICS

11／1

11／8

太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

甲
州
富
士
川
ま
つ
り

　
町
内
・
県
内
の
8
団
体
が
出
演

し
、
郷
土
芸
能
や
創
作
に
よ
る
和

太
鼓
の
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
時
開
催
で
第
18
回
日

本
太
鼓
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ン
ク
ー
ル
山

梨
県
予
選
会
が
行
わ
れ
、「
鷹
座
巣　

鼓
組
」（
富
士
川
町
）が
最
優
秀
賞

に
選
ば
れ
ま
し
た
。
来
年
3
月
に

大
分
県
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
に

山
梨
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

　
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、
会

場
は
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

　
今
年
は
、
山
梨
エ
コ
イ
ベ
ン
ト

に
登
録
し
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
で
ス

テ
ー
ジ
の
電
力
の
一
部
を
賄
う
取

り
組
み
や
リ
ユ
ー
ス
食
器
の
活
用

な
ど
環
境
に
や
さ
し
い
イ
ベ
ン
ト

を
行
い
ま
し
た
。

▲鷹座巣　鼓組

▲甲州ろうあ太鼓（南アルプス市）▲𣇃米銭太鼓保存会

▲まほらの郷　鷹座巣小林八幡太鼓 ▲鰍沢ばやし保存会

▲郷土料理「みみ」に行列ができました

▲会場に設置した太陽光パネル

▲リユース食器の回収

▲白衣を着て、好きな色の
聴診器もかけました ▲総合司会「ぴっかり高木といしい

そうたろう」
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第6回 富士川町駅伝大会第6回 富士川町駅伝大会
　11月 8日（日）第 6回富士川町駅伝大会が、5部門 37チーム、約 300 人の選手と
約 200 人の競技役員によって開催されました。あいにくの空模様でしたが、沿道からの
たくさんの応援にあと押しされ、熱戦が繰り広げられました。結果、最勝寺支部が支部
対抗の部の新記録で見事 3連覇を果たし、初めて総合でも第 1位となる快挙を成し遂げ
ました。中学男子の部では、増穂中 2年生が今までの記録を 1分 30秒近く更新する新
記録で優勝しました。
●お問い合わせ　町体育協会事務局（教育委員会内）☎ 22−5361

優　勝 最勝寺支部 1時間03分00秒 第７位 平林支部 1時間12分03秒
準優勝 天神中條支部 1時間06分04秒 第８位 青柳町上支部 1時間12分40秒
第３位 長澤支部 1時間07分15秒 第９位 小林支部 1時間14分54秒
第４位 青柳町下支部 1時間07分33秒 第10位 大久保支部 1時間20分33秒
第５位 𣇃米支部 1時間08分03秒 第11位 穂積支部 1時間23分09秒
第６位 鰍沢北支部 1時間09分16秒 第12位 大椚支部 1時間25分50秒

区
間
賞

第１区	 青柳町下支部	 秋山　蓮	 14分12秒
第２区	 長澤支部	 秋山武仁	 8分10秒	 区間 2連覇
第３区	 最勝寺支部	 志村大地	 12分54秒
第４区	 最勝寺支部	 田中　実	 5分36秒	 区間新記録（ 2年ぶり）、3連覇
第５区	 鰍沢北支部	 佐野　隆	 8分57秒
第６区	 𣇃米支部	 小林佑太	 11分56秒

優　勝 増穂中2年生 1時間03分38秒 第４位 増穂中バスケ部 1時間15分40秒
準優勝 増穂中陸上部A 1時間05分33秒 第５位 増穂中ソフトテニス部 1時間17分37秒
第３位 増穂中陸上部B 1時間13分03秒 第６位 増穂中陸上部C 1時間18分42秒

区
間
賞

第１区	 増穂中陸上部A	 佐野飛向	 14分52秒
第２区	 増穂中陸上部A	 井上　幹	 8分04秒
第３区	 増穂中2年生	 中込　空	 11分59秒	 区間新記録（ 1年ぶり）
第４区	 増穂中2年生	 佐藤隆一	 5分35秒	 区間新記録（ 2年ぶり）
第５区	 増穂中陸上部B	 佐野康太	 8分49秒
第６区	 増穂中2年生	 深澤尚樹	 12分12秒

優　勝 増穂中バドミントン部 1時間23分06秒 第４位 増穂中バレーボール部 1時間26分04秒
準優勝 増穂中バレー・陸上 1時間25分23秒 第５位 増穂中バスケ部 1時間29分39秒
第３位 鰍沢中バスケ部 1時間25分59秒

区
間
賞

第１区	 増穂中バレー・陸上	 鍛治茉白	 17分17秒
第２区	 増穂中バスケ部	 佐野柚唯	 10分16秒
第３区	 増穂中バドミントン部	 鈴木涼子	 15分13秒
第４区	 増穂中バドミントン部	 井上もか	 7分09秒
第５区	 増穂中バレー・陸上	 原田知佳	 11分39秒
第６区	 増穂中バレーボール部	 望月咲良	 16分11秒

優　勝 増中ティーチャーズ 1時間10分50秒 第４位 GOD 1時間18分51秒
準優勝 チーム青波 1時間13分56秒
第３位 楽笑 1時間16分40秒

区
間
賞

第１区	 楽笑	 幡野恭平	 15分21秒
第２区	 増中ティーチャーズ	 並木文哉	 9分30秒	 昨年の 3区に続いて区間賞
第３区	 増中ティーチャーズ	 佐藤貴弘	 14分04秒
第４区	 増中ティーチャーズ	 望月英宏	 6分24秒	 区間 2連覇
第５区	 GOD	 秋山栄治	 11分00秒
第６区	 チーム青波	 秋山智志	 13分03秒	 区間 2連覇

優　勝 かじまるスポーツクラブ 1時間03分36秒 第４位 市川三郷体協 1時間07分59秒
準優勝 あげぽよ48 1時間05分27秒 第５位 ジット 1時間14分34秒
第３位 峡南消防本部 1時間07分40秒 第６位 MAD中毒 1時間18分14秒

区
間
賞

第１区	 あげぽよ48	 平川信彦	 13分25秒
第２区	 かじまるスポーツクラブ	 依田侑大	 7分54秒	 区間 2連覇
第３区	 あげぽよ48	 山中貴弘	 11分04秒	 区間新記録（ 3年ぶり）
第４区	 市川三郷体協	 小林幸平	 6分24秒
第５区	 あげぽよ48	 川崎英哉	 8分43秒
第６区	 峡南消防本部	 岸本　拓	 11分53秒	 昨年の 3区に続いて区間賞
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医
薬
品
副
作
用

被
害
救
済
制
度
に
つ
い
て

　
平
成
25
年
3
月
31
日
ま
で
に
、
町

の
助
成
に
よ
り
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
（
子
宮
頸
が
ん
予

防
ワ
ク
チ
ン
）、ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、小

児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
い
ず
れ

か
を
接
種
し
た
方
の
う
ち
、
接
種
後

に
何
ら
か
の
症
状
が
生
じ
、
医
療
機

関
を
受
診
し
た
方
は
、
接
種
と
の
関

連
性
が
認
定
さ
れ
る
と
、
医
療
費
・

医
療
手
当
が
支
給
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
お
心
当
た
り
の
あ
る
方
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器

総
合
機
構　
救
済
制
度
相
談
窓
口

　

☎
0
1
2
0
―
1
4
9
―
9
3
1

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

利
用
で
き
な
い
場
合
は
03
―

3
5
0
6
―
9
4
1
1
（
有
料
）
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
子
さ
ん
の

予
防
接
種
は
お
済
み
で
す
か
？

　
接
種
対
象
者
に
は
す
で
に
通
知
で

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
お

済
み
で
な
い
方
は
、
予
防
接
種
の
説

明
を
ご
覧
に
な
り
、ご
理
解
の
う
え
、

早
め
の
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
予
診
票
を
紛
失
し
た
場
合
や
、
接

種
に
関
す
る
ご
相
談
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◆
接
種
期
限

　
平
成
28
年
3
月
31
日

●
お
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
課　
母
子
保
健
担
当

　
☎
22
―
7
2
2
1

病
後
児
保
育

登
録
受
付
開
始
！

　
平
成
28
年
1
月
の
病
後
児
保
育
の

開
設
に
先
立
ち
、
12
月
1
日
（
火
）

か
ら
利
用
者
登
録
の
受
け
付
け
を
開

始
し
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
課　
児
童
保
育
担
当

　
☎
22
―
7
2
2
1

消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　
町
で
は
、
消
防
団
員
の
確
保
と
活

動
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
町
消
防

団
に
積
極
的
に
協
力
し
て
い
る
事
業

所
な
ど
を
「
消
防
団
協
力
事
業
所
」

と
し
て
認
定
し
、
表
示
証
を
交
付
す

る「
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
」

を
12
月
か
ら
始
め
ま
す
。
こ
の
制
度

に
よ
り
事
業
所
と
新
た
な
協
力
体
制

を
構
築
し
て
、
地
域
防
災
力
の
強
化

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

■
認
定
の
基
準

　
消
防
団
を
1
名
以
上
雇
用
し
て
い

る
こ
と
や
、
災
害
時
に
資
機
材
な
ど

を
町
消
防
団
に
提
供
し
て
い
る
事
業

所■
認
定
を
受
け
た
事
業
所
の
メ
リ
ッ

ト
　
「
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
証
」を

交
付
し
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

事
業
所
名
を
公
表
し
ま
す
。

　
ま
た
、
表
示
証
を
社
屋
な
ど
に
掲

示
し
た
り
、
事
業
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
に
掲
載
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
地
域
住
民
の

皆
さ
ん
に
対
し
て
社
会
貢
献
を
P
R

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
、
ま
た
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
防
災
課　
防
災
担
当

　
☎
22
―
7
2
1
8

【9月利用分　認定NPO法人スペースふう】

使用日 使用イベント名
全体注文数
（はし・スプーン

含む）

リユース
食器数
（個）

CO2削減量
（kg）

排出された
CO2を吸収す
るスギ本数

5日 あったかおうち
カフェ 110 70 5.39 0.4

5日 夢未来　また会
える日に 200 150 11.55 0.8

5日
鰍沢小学校6学
年 PTA 親子キ
ャンプ

240 185 14.25 1

13日 小林区敬老会 520 360 27.72 2

19日 第2回鰍沢中区
スポーツ大会 80 80 6.16 0.4

20日 大椚区敬老会 310 210 16.17 1
20日 青柳町区敬老会 460 460 35.42 3

26日 あったかおうち
カフェ 110 70 5.39 0.4

27日 町ママさんバレ
ーボール大会 820 520 40.04 3

27日 天神中條区敬老
会 500 500 38.50 3

27日 昌福寺お月見の
会 650 400 30.80 2

合計 4,000 3,005 231.39 17

●
お
問
い
合
わ
せ　
町
民
生
活
課　
生
活
環
境
担
当　
☎
22
―
7
2
0
9

リ
ユ
ー
ス
食
器
0
円
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

接種対象者

麻しん風しん混合
ワクチン（MR）2期

平成21年4月2日〜
平成22年4月1日生まれ

ジフテリア・破傷風
トキソイド（DT）

平成15年4月1日〜
平成16年4月2日生まれ
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ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士

交
通
規
制
に
つ
い
て

　
冬
至
か
ら
元
日
に
か
け
て
、
高
下

地
区
は
、
富
士
山
頂
か
ら
の
日
の
出

（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士
）を
望
む
こ
と

が
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
多
く

の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。こ
の
た
め
、

渋
滞
緩
和
対
策
と
し
て
、
次
の
と
お

り
交
通
規
制
（
一
方
通
行
）
を
行
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
商
工
観
光
課　
観
光
振
興
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
2

住
民
基
本
台
帳
閲
覧
状
況
を

公
表
し
ま
す

　
住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
制
度
は
、

年
1
回
以
上
の
閲
覧
状
況
の
公
開
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
住
民
基
本
台
帳
法
第
11
条
の
2
第

12
項
に
基
づ
き
、
平
成
26
年
11
月
1

日
か
ら
平
成
27
年
10
月
30
日
ま
で
の

閲
覧
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

閲覧の
年月日 閲　　　覧　　　者 閲覧者に閲覧の

委託をした者 利用の目的の概要 閲覧に係る
住民の範囲

閲覧
件数

平成 26年
11月 11日

一般社団法人　中央調査社
高齢社会対策担当　村上　奈津美 内閣府 「高齢者の日常生活に関する意

識調査」のための対象者抽出
駅前通、青柳町
60歳以上の男女 16名

平成 26年
12月 12日

株式会社　日本リサーチセンター
調査部調査チーム　鈴木・中村

日本銀行
情報サービス局

「生活意識に関するアンケート
調査」実施のための対象者抽出

小林地区、鹿島地区
20歳以上の男女 15名

平成 27年
2月 26日

株式会社　ドーコン
河川環境部　野崎　茂八郎

株式会社
ドーコン

「沿川住民の河川環境整備に対
する意識調査」のための対象者
抽出

富士川から半径 7㎞圏内
10代から 70代までの男
女

25名

平成 27年
6月 8日

毎日新聞社
甲府支局長　川上　克己 毎日新聞社 「第 69回読書世論調査」のため

の対象者抽出
大椚
平成11年9月30日以前
生まれの男女

12名

平成 27年
6月 25日

一般社団法人　中央調査社
手塚　みね子

株式会社
野村総合研究所

「日常生活に関するアンケート
調査」のための対象者抽出

天神中條、大椚、青柳町
15歳以上 79歳以下の日
本人男女

39名

平成 27年
7月 9日

一般社団法人　新情報センター
村山　美奈子 内閣府 「少年非行に関する世論調査」

のための対象者抽出
小林
20 歳以上の日本国籍を
有するもの

10名

平成 27年
7月 16日

一般社団法人　中央調査社
手塚　みね子 朝日新聞社

「2015 年新聞及びウェブ利用
に関する総合調査」のための対
象者抽出

天神中條
満 15 歳以上の日本人男
女

21名

平成 27年
9月 2日

株式会社サーベイリサーチセンター
静岡事務所　杉山　直人 山梨県知事

「山梨県男女共同参画に関する
県民意識・実態調査」のための
対象者抽出

小林、長澤、鰍沢
20歳以上の男女 45名

平成 27年
9月 8日

株式会社　日本リサーチセンター
石原　正恵

日本銀行
情報サービス局

「生活意識に関するアンケート
調査」実施のための対象者抽出

最勝寺
20歳以上の男女 15名

平成 27年
9月 29日

一般社団法人　新情報センター
村山　美奈子 内閣府 「少子化社会に関する国際意識

調査」のための対象者抽出
長澤
日本国籍を有する 20 〜
49歳の男女

16名

●お問い合わせ　　町民生活課　戸籍担当　☎22−7208

※当日は係員の指示に従ってください。

平成27年12月31日（木）午後11時〜
平成28年1月1日（金）午前9時
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◆
吸
わ
な
い
か
ら
大
丈
夫
?!

　
た
ば
こ
の
煙
に
は
、主
流
煙（
し
ゅ

り
ゅ
う
え
ん
）、
副
流
煙（
ふ
く
り
ゅ

う
え
ん
）と
あ
り
ま
す
。
主
流
煙
は
、

た
ば
こ
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
直

接
吸
う
煙
、
副
流
煙
は
、
た
ば
こ
に

火
を
つ
け
た
先
端
か
ら
周
囲
に
出
て

い
る
煙
で
す
。
た
ば
こ
の
煙
に
は
、

有
害
物
質
が
含
ま
れ
て
お
り
、
実
は

主
流
煙
よ
り
も
副
流
煙
に
多
く
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
自
分
は
た
ば
こ
を
吸

わ
な
く
て
も
、
知
ら
な
い
う
ち
に
副

流
煙
を
吸
う
こ
と
を
「
受
動
喫
煙
」

と
言
い
ま
す
。
親
が
喫
煙
す
る
子
ど

も
は
、
喘
息
、
気
管
支
炎
、
中
耳
炎

な
ど
に
か
か
り
や
す
く
、
子
ど
も
の

健
康
に
も
大
き
な
影
響
が
あ
り
ま
す
。

◆
換
気
扇
の
下
で
吸
え
ば
、
副
流
煙

も
広
が
り
に
く
い
?!

　
風
が
吹
い
て
い
な
い
環
境
で
も
、

副
流
煙
は
約
7
m
先
ま
で
届
く
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
カ
レ
ー
を
作
っ
た

時
の
こ
と
を
想
像
し
て
く
だ
さ
い
。

換
気
扇
を
回
し
て
い
て
も
、
玄
関
に

入
っ
て
す
ぐ
に
「
カ
レ
ー
」
と
い
う

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
よ
ね
。
こ
の
よ

う
に
、
離
れ
て
吸
っ
た
り
、
換
気
扇

を
使
っ
た
り
し
て
も
、
副
流
煙
は
排

出
し
き
れ
て
い
ま
せ
ん
。

◆
た
ば
こ
は
外
で
吸
っ
て
も
ら
う
か

ら
大
丈
夫
？

　

た
ば
こ
を
吸
っ
た
後
、
身
体
に

入
っ
た
主
流
煙
は
、
約
40
分
間
以
上

は
、
吐
く
息
の
中
か
ら
出
続
け
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
外
や
別
の
場
所

で
吸
っ
て
い
て
も
、
す
ぐ
に
戻
っ
て

し
ま
え
ば
あ
ま
り
意
味
は
な
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
受
動
喫
煙
の
影
響
を
減
ら
す
た
め

に
は
、
た
ば
こ
に
関
す
る
知
識
を
、

吸
う
人
も
吸
わ
な
い
人
も
知
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
町
で
は
、
た
ば
こ
の

知
識
を
普
及
、
啓
発
す
る
講
演
会
を

開
い
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
長
澤

区
、
大
椚
区
、
町
内
小
学
校
で
、
開

催
す
る
予
定
で
す
。ご
希
望
の
方
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
福
祉
保
健
課　
健
康
増
進
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
7

今
年
は
、
魚
と
野
菜
！

　
10
月
27
日
（
火
）・28
日
（
水
）
朝

の
業
前
活
動
の
時
間
に
「
苦
手
な
食

べ
も
の
に
挑
戦
し
よ
う
！
」
と
題
し

て
、
子
ど
も
た
ち
の
苦
手
な
魚
と
野

菜
の
栄
養
に
つ
い
て
知
ら
せ
、
苦
手

な
食
べ
も
の
に
挑
戦
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
伝
え
ま
し
た
。

　
魚
の
栄
養
は
、
背
の
青
い
魚
（
さ

ば
、
い
わ
し
、
さ
ん
ま
、
ま
ぐ
ろ
な

ど
）
の
脂
に
注
目
し
、
さ
ん
ま
と
豚

肉
を
焼
い
て
出
た
脂
を
見
せ
、
さ
ん

ま
の
サ
ラ
サ
ラ
の
脂
と
豚
肉
の
固

ま
っ
た
脂
を
比
べ
ま
し
た
。
不
飽
和

脂
肪
酸
の
エ
イ
コ
サ
ペ
ン
タ
エ
ン
酸

と
ド
コ
サ
へ
キ
サ
エ
ン
酸
を
全
校
で

声
に
出
し
て
読
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
重

要
な
働
き
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し

た
。
野
菜
の
栄
養
は
、
色
の
濃
い
野

菜
（
ビ
タ
ミ
ン
A
）
と
色
の
薄
い
野

菜
（
ビ
タ
ミ
ン
C
）
の
栄
養
と
そ
の

働
き
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
、
栄
養
分

で
は
な
い
が
、
大
切
な
働
き
を
し
て

い
る
「
食
物
せ
ん
い
」
に
つ
い
て
も

伝
え
ま
し
た
。

　
15
分
間
と
い
う
短
い
時
間
で
し
た

が
、
給
食
委
員
会
の
5・6
年
生
が
、

絵
や
言
葉
の
パ
ネ
ル
を
貼
り
な
が
ら

呼
び
か
け
る
姿
に
、
全
校
児
童
が
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
ビ
デ
オ
放
送

後
に
は
、
ク
イ
ズ
形
式
の
資
料
を

使
っ
て
振
り
返
り
を
行
い
、
楽
し
く

充
実
し
た
食
の
学
習
会
と
な
り
ま
し

た
。

　
ビ
デ
オ
集
会
後
の
魚
メ
ニ
ュ
ー
の

日
に
は
、「
ド
コ
サ
…
」「
エ
イ
コ
サ

…
」
と
学
習
し
た
こ
と
を
思
い
出
し

な
が
ら
、
積
極
的
に
食
べ
る
姿
が
多

く
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
担
任
か
ら
は
、「
夢
中
に
な
っ
て
見

て
い
た
。」「
食
べ
る
意
欲
に
つ
な
が

る
内
容
だ
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

　
食
べ
た
方
が
よ
い
の
に
、
家
族
が

苦
手
だ
か
ら
…
と
い
う
理
由
で
、
食

卓
に
登
場
し
て
い
な
い
魚
や
野
菜
が

あ
り
ま
せ
ん
か
？　
ぜ
ひ
、
多
く
の

食
材
を
食
卓
に
並
べ
、
家
族
み
ん
な

で
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。

　
増
穂
小
学
校
で
は
、毎
年
、給
食
委
員
会
に
よ
る
ビ
デ
オ
集
会
を
行
っ
て
い

ま
す
。
給
食
を
通
し
て
、成
長
期
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食

べ
る
こ
と
の
重
要
性
と
、食
に
関
心
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
る
こ
と
を

目
的
に
、
全
校
へ
向
け
て
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

健康いきいき
情 報

健康いきいき
情 報

今月の担当は
増穂小学校です

苦
手
な
食
べ
も
の
に
挑
戦
し
よ
う
！

〜
給
食
委
員
会
ビ
デ
オ
集
会
〜

受
動
喫
煙
の
お
話

今月は小林保健師です

▲ビデオ放送に聞き入っています

▲給食委員が自ら出演し、しっかりと
伝えます

家
族
み
ん
な
で

苦
手
な
食
べ
物
に
挑
戦
！
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今
年
の
S
M
B
C
日
本
シ
リ
ー
ズ

は
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
2
年
連
続
日

本
一
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
高
校
野

球
も
来
春
の
選
抜
甲
子
園
に
向
け
て

熱
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
野
球
は
ア
メ
リ
カ
の

国
民
的
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
愛
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
に
つ
い
て
の
テ
レ
ビ

を
過
日
、
偶
然
見
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
初
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、「
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
」
に
つ
い
て
で
す
。
野
球

の
基
礎
、
と
言
っ
て
い
い
の
か
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
よ
く
親
子
で
、
あ
る

い
は
友
達
同
士
で
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

を
や
っ
て
い
る
の
を
見
か
け
た
も
の

で
す
。
最
近
で
は
ほ
と
ん
ど
見
か
け

ら
れ
ま
せ
ん
が
…
。
そ
れ
は
と
も
か

く
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
に
は
次
の
よ

う
な
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
改
め
て
知
っ
た
の
で
す
。

☆
投
げ
る
と
き
の
思
い
︱︱

相
手
が

と
り
や
す
い
よ
う
に
投
げ
る

☆
受
け
取
る
と
き
の
思
い
︱︱

で
き

る
だ
け
い
い
音
を
さ
せ
る
よ
う
ミ
ッ

ト
に
収
め
よ
う

　
そ
う
だ
っ
た
の
で
す
。
み
ん
な
そ

う
し
て
い
ま
す
。
無
意
識
の
う
ち
に

互
い
を
思
い
や
っ
て
ボ
ー
ル
を
投
げ

た
り
、と
っ
た
り
し
て
い
る
の
で
す
。

こ
れ
は
ほ
か
の
ス
ポ
ー
ツ
で
も
言
え

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
私
は
テ
ニ
ス
を

し
ま
す
が
、
テ
ニ
ス
の
ラ
リ
ー
も
そ

う
で
す
。相
手
が
受
け
や
す
い
所
へ
、

受
け
や
す
い
球
を
打
と
う
と
心
が
け

ま
す
。

　
一
例
を
述
べ
ま
し
た
が
、
互
い
を

思
い
や
る
、
と
い
う
こ
と
は
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
に
、
ス
ポ
ー
ツ
に
限
っ
た

こ
と
で
は
な
い
の
で
す
。
日
常
生
活

に
欠
か
せ
な
い
大
事
な
こ
と
だ
と
思

う
の
で
す
。
す
べ
て
の
人
が
思
い
や

り
の
心
で
接
し
合
え
れ
ば
、
過
ご
し

や
す
い
社
会
に
な
る
こ
と
は
請
け
合

い
で
す
。

［10月分］　

工　事　名　・　件　名 場　　所 落札金額（円）
（消費税抜） 落　札　者

青柳汚水枝線 32−2−27−4 号管布設工事 最 勝 寺 19,450,000 ㈱ 天 満 組

北部配水池・受水槽潜水清掃及び点検業務委託 𣇃米・小林 150,000 ノダック㈱関東事務所

富士川町下水道台帳作成業務委託 富 士 川 町 3,600,000 オリジナル設計㈱　山梨事務所

増穂小学校プール塗装工事 最 勝 寺 6,400,000 太 田 工 業 ㈱

増穂小学校プールサイド改修工事 最 勝 寺 15,100,000 ㈲ 一 之 瀬 工 務 店

原因者負担舗装復旧工事（国道 52 号） 鰍 沢 8,400,000 日 東 建 設 ㈱

東川拡幅工事に伴う舗装打換工事 大 椚 7,560,000 ㈱ 丸 美 建 設 工 業

農道窪替戸 1号線外 1路線舗装工事 平 林 3,100,000 新 津 建 設 ㈱

町道最勝寺小林 2号線水路改修工事 小 林 2,630,000 ㈲ 井 上 興 業

鰍沢福祉センター駐車場整備工事 鰍 沢 13,500,000 ㈱ フ カ サ ワ

天王橋外 6橋橋梁補修工事 富 士 川 町 19,000,000 ㈱ 依 田 組

鰍沢汚水枝線 33−27−5 号管布設工事 最 勝 寺 16,400,000 神 田 建 設 ㈱

低区第 8水源取水ポンプ取替工事 大 久 保 5,160,000 ㈱関東日立　山梨支社

入 札 結 果 を 報 告 し ま す

大越健介
「メジャーリーグをゆく」

（テレビ）より

富士川町
男女共同参画推進委員会

「男女共同参画社会に関する町民意識調査」
へのご協力をお願いします

　富士川町男女共同参画推進プラン
（仮称）策定の基礎資料としてアンケー
ト調査を実施しています。調査を依頼
された方で、提出がまだの方は下記の
期日までにお願いいたします。
・郵送の場合　　12月 1日（火）
・役場窓口持参　12月 3日（木）
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【
イ
ベ
ン
ト
情
報
】

町
民
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

FU
JI

コ
レ
２
０
１
５

■
日
時　
12
月
6
日
（
日
）
午
後
2

時
開
演

◇
入
場
料　
無
料

◇
テ
ー
マ

▼�

私
の
お
気
に
入
り
（
ご
自
身
の
お

気
に
入
り
の
服
装
で
歩
き
ま
す
）

▼�

思
い
出
の
学
生
服
（
大
切
に
し

ま
っ
て
い
る
思
い
出
の
制
服
を
身

に
ま
と
い
、
青
春
シ
ー
ン
を
復
活

さ
せ
ま
す
）

ビ
ー
フ
リ
ー
ゴ
ス
ペ
ル
ク
ワ
イ
ヤ

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　
歌
っ
て
、
踊
っ
て
、
今
年
も
ク
リ

ス
マ
ス
は
文
化
ホ
ー
ル
で
楽
し
く
過

ご
し
ま
し
ょ
う
！

■
日
時　
12
月
19
日
（
土
）
午
後
6

時
30
分
開
演

◇
御
礼　
チ
ケ
ッ
ト
完
売
し
ま
し
た

◇
出
演　
ビ
ー
フ
リ
ー
ゴ
ス
ペ
ル
ク

ワ
イ
ヤ　
ほ
か

☆
本
コ
ン
サ
ー
ト
の
特
報
！

　
ゴ
ス
ペ
ル
甲
子
園
で
見
事
優
勝
し

ま
し
た
！

　
主
宰
の
シ
ン
ガ
ー
M
a
m
i
（
ま

み
）
さ
ん
（
富
士
川
町
出
身
）
率
い

る
ビ
ー
フ
リ
ー
ゴ
ス
ペ
ル
ク
ワ
イ
ヤ

は
、
8
月
23
日
に
横
浜
ゴ
ス
ペ
ル
祭

で
行
わ
れ
た
全
国
大
会
（
ゴ
ス
ペ
ル

甲
子
園
：
神
奈
川
県
民
ホ
ー
ル
）
団

体
ス
テ
ー
ジ
部
門
決
勝
で
見
事
に
優

勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、凱
旋
公
演
と
な
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

【
チ
ケ
ッ
ト
情
報
】

★
好
評
発
売
中
！

好
評
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

「
ス
イ
ー
ツ・ク
ラ
シ
ッ
ク

V
ol.8

」

■
日
時　
12
月
20
日
（
日
）
午
後
2

時
開
演

◇
入
場
料　
自
由
席
1
，0
0
0
円

（
ス
イ
ー
ツ
・
ド
リ
ン
ク
付
き
）

◇
定
員　
60
人

◇
出
演　

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
デ
ル

フ
ィ
ー
ネ

　
本
年
度
2
回
目
と
な
る
好
評
の
ロ

ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
午
後
の
ひ

と
と
き
、
お
い
し
い
ス
イ
ー
ツ
と
お

茶
を
味
わ
い
な
が
ら
、
素
敵
な
弦
楽

器
の
音
色
に
包
ま
れ
て
、
ゆ
っ
く
り

と
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

ま
す
ほ
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ワ
イ
ア

2
0
1
5

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　
新
年
の
文
化
ホ
ー
ル
に
町
の
子
ど

も
た
ち
の
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
響

き
渡
り
ま
す
。
お
楽
し
み
に
！

■
日
時　
平
成
28
年
1
月
11
日
（
月

祝
）
午
後
2
時
開
演

◇
入
場
料　
自
由
席
7
0
0
円
（
高

校
生
以
下
無
料
）

◇
出
演　
ま
す
ほ
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ワ
イ

ア
、
指
揮　
依
田
浩
、
ピ
ア
ノ　
雨

宮
由
佳
、
ソ
プ
ラ
ノ　
水
上
理
江
、

弦
楽　
弦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル　
ヴ
ィ

ッ
ラ
・
デ
ィ
・
ム
ジ
カ

最
優
秀
映
画
推
進
事
業

　
日
本
映
画
名
作
選

in
富
士
川

　

恒
例
の
甦
る
昭
和
の
名
作
上
映

会
。
今
回
は
名
監
督
シ
リ
ー
ズ
と
し

て
、
市
川
菎
監
督
作
品
集
で
す
。

■
日
時　
①
平
成
28
年
1
月
16（
土
）

12
時
30
分
上
映「
お
と
う
と
」（
幸
田

文
原
作・岸
恵
子
主
演
）「
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
」（
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大

会
組
織
委
員
会
）②
1
月
17
日（
日
）

12
時
30
分
上
映「
野
火
」（
大
岡
昇
平

原
作・船
越
英
二
主
演
）「
お
は
ん
」

（
宇
野
千
代
原
作
・
吉
永
小
百
合
主

演
）

◇
入
場
料　
当
日
券
の
み
・
自
由
席

5
0
0
円
（
1
回
入
場
）

富士川町ますほ文化ホール
☎ 22−8811　FAX 22−8815
http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp/

ますほ文化ホール通信

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

文
化
ホ
ー
ル
で
は
、
舞
台
の
音

響
設
備
改
修
工
事
を
行
う
た
め
、

臨
時
休
館
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
、
ご
不
便

を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理

解
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

◇
休
館
期
間
◇

平
成
28
年
1
月
18
日
（
月
）
〜
同

年
3
月
末
日
ま
で

※
ロ
ビ
ー
な
ど
は
、
ご
利
用
い
た

だ
け
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
詳
細

に
つ
い
て
は
、
文
化
ホ
ー
ル
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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【
短　

歌
】

鴨
二
羽
が
水
掻
き
廻
し
潜
り
つ
つ
餌
と
る
様
を
飽
か
ず
見
て
を
り

	

伴
野
つ
た
ゑ

育
み
し
孫
嫁
ぎ
た
り
往
く
道
の
穏
や
か
な
る
を
願
ひ
て
を
り
ぬ

	

戸
田
き
よ
子

放
た
れ
し
鳩
は
高
み
を
巡
り
つ
つ
忽
ち
に
消
ゆ
広
島
の
朝

	

遠
藤　

千
鶴

【
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〜リベンジでグランプリ獲得〜

松永　和彦さん（長澤区）

　「鍋好き」といわれる山梨県民が最高の鍋を選ぶイベント「No.1鍋グラン
プリ」でグランプリに選ばれた松永さんにお話を伺いました。

■応募したきっかけは？
　実は、今回2回目なんです。昨年、知人にすすめられて応募し、準グラン
プリでしたが、それがくやしくて今年も応募しました。
■普段から料理はしていますか？
　休みの日には料理をしています。料理は、生活の一部のような感じです。
家族に夕飯を作ったりしますが、普段は鍋は作りません。この大会に出ると
決まってから、1週間くらいでレシピを考えました。

■グランプリへの手応えはありましたか？
　昨年は自信があったのに、グランプリに選ばれずがっかりしました。今年は、家族に作ったときの
反応はあまりよくなかったし、シンプルでやさしい味なのでインパクトにかけ、自信はなかったです。
グランプリに選ばれて、びっくりしました。ラッキーでしたね。
■この鍋のポイントは？
　凍り豆腐や切り干し大根といった乾物を使っているのと、食物繊維
が豊富な野菜を使って、デトックス効果が見込まれることです。味付
けは、鶏ひき肉から出るスープとナンプラーです。昨年も、デトック
ス鍋で出場したので、鍋の名前に「再び」を付けたのもポイントです
ね。

　皆さんも、自分で工夫して「鍋」を楽しんでみてはいかがですか。
「鶏みぞれと乾物で

デトックス鍋　再び」
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100歳の誕生日
おめでとうございます

「我が家は大丈夫」の訓練
小林区

　10 月 25 日
（日）、災害発生
時の安否確認な
どに役立つ白色
タオルの掲出訓
練が行われ、鰍
沢警察署員の指
導により、地区
役員と消防団が
巡回をしました。

　11 月 4 日
（水）、加賀美礼
子さん（𣇃米）
が、めでたく
100歳の誕生日
を迎えられまし
た。

町民文化祭　芸能フェスティバル 指定管理答申

　10月 25日（日）、第 6回芸能フェスティバルが開催され、30組
の出演者が練習の成果を披露しました。かわいい衣装を身に着けた
子どもたちが登場すると、来場者から歓声が上がりました。

　10 月 28 日（水）、かじかの湯と鰍沢デイ
サービスセンターの指定管理候補者の選定に
ついて、指定管理者選定委員会の入倉委員長
より志村町長に答申書を提出しました。

体験交流会

音楽好きによる手作り音楽会
ますほ文化ホール

　10月 24日（土）、「2015 街角の音楽会」が開催され、
30組の出演者が歌声や演奏を披露しました。富士川オカ
リナクラブの演奏では、オカリナのやさしい音色に来場
者は聞き入っていました。

　10 月 19 日（月）、
日出づる里活性化組合
とNPO法人富士川・
夢・未来では、神奈川
県の障害福祉サービス
事業所「ひまわり工房」
の枝豆収穫体験ツアー
を行いました。もちつ
き体験も行い、昼食に
はみんなでゆずもちな
どを食べながら交流を
深めました。
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『かたづの』中島京子著・柴田練三郎賞
『冥途あり』長野まゆみ著・泉鏡花文学賞
『図書館で暮らしたい』辻村深月著
『光のない海』白石一文著
『下町ロケット 2　ガウディ計画』池井戸潤著
『タスキメシ』額賀澪著　　『冬の光』篠田節子著
『人魚の眠る家』東野圭吾著　　『大川契り』西條奈加著
『ロゴスの市』乙川優三郎著

お詫びと訂正
　広報 11 月号 5ページにある平成 26 年度財
政健全化判断比率につきまして、標準財政規模
に対する負債の比率　将来負担比率の早期健全
化基準（国）が「35.00％」とあるのは「350.0％」
の誤りです。訂正しお詫び申し上げます。

終わりよ
ければすべて良し

2015 〜 2016 年へ向かって

大村智博士
『人生に美を添えて』（「美は心の栄養」）
『大村　智』（名言も多数収録）

【テレビ】
『誤断』堂場瞬一著
　　　　WOWWOW　11月 22日より
『わたしをみつけて』中脇初枝著
　　　　NHK　11月 24日より
【映画】
『グラスホッパー』伊坂幸太郎著
『起終点駅』桜木紫乃著
『忘れ雪』新堂冬樹著

年末年始の休館日
12月 28日㈪〜新年 1月 4日㈪

1月 5日㈫より
開館します

新刊案内

12 月 12 日（土）午前 11時〜
小中学生が対象です。おはなし会

初開館

善意ありがとう
　次の方から心温まる善意をお寄せいただきまし
た。心から感謝申し上げます。
◆町へ
一金　2万円　くつま整形外科医院様（青柳町）
　「ますほ・かじかざわ児童センター事業支援として」

戸籍の窓
自 10 月 1日　至 10 月 31 日　届出（敬称略）

おめでた（出生）
	 地　区	 氏　名	 性別	 保護者
	最　勝　寺	 河西　悠翔	（はると）	 男	 幸　一
	天 神 中 條	 望月　陽斗	（はると）	 男	 芳　能
	 〃	 菊 　雄介	（ゆうすけ）	 男	 彰　久
	𣇃　　　米	 深沢　実玲	（みれい）	 女	 和　範
	小　　　林	 藤田　悠慎	（ゆうま）	 男	 義　彦
	青　柳　町	 杉田　一位	（て　ん）	 男	 光　司
	 〃	 横木　陸人	（りくと）	 男	 良　美
	 〃	 㓛刀　心詩	（う　た）	 女	 麻　美
	鰍　沢　中	 佐塚　美心	（み　く）	 女	 正　洋

およろこび（結婚）
	 地　区	 氏	 名	 （ 旧 姓 ）
	最　勝　寺	 野中　皓平	 友里恵	 （ 望 月 ）
	青　柳　町	 吉岡　健太	 綾　香	 （ 志 村 ）

おくやみ（死亡）
	 地　区	 氏　名	 年齢	 届出人
	最　勝　寺	 小清水 仁	 67	 広　　志
	 〃	 矢崎　 男	 91	 正　　已
	小　　　林	 今津おみや	 92	 榮
	長　　　 	 秋山　嘉門	 73	 宏　　子
	 〃	 折居むつゑ	 98	 俊　　夫
	 〃	 折居　綾子	 71	 憲
	 〃	 渡邊ゑ 子	 84	 照　　夫
	青　柳　町	 矢崎千枝子	 90	 有泉三起子
	鰍　沢　北	 小林　一明	 81	 紀　　子
	鰍　沢　中	 深 　茂春	 95	 花　　子
	鰍　沢　南	 杉山　君男	 64	 美 恵 子

ひとのうごき（11月 1日現在）

人　口	 15,933 人	 （− 13）
　男	 7,728 人	 （−   5）
　女	 8,205 人	 （−   8）
世　帯	 6,306 戸	 （＋   3）	 ※ (　) 内は対前月比
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4 歳くらいまでのお子さまの写真を募集しています。

http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp　Eメール：webmaster@town.fujikawa.yamanashi.jp

望月　悦
のぶ

明
あき

くん　5歳（五開区）
　保育所で育てたサツマイモのツルを使って、おゆうぎ会に飾るリースを作りました。毛糸を
まいたり、どんぐりをボンドでくっつけるのが難しかったけど、上手にできました♪

山口　歩
ほの
夏
か

ちゃん
（平成 24年 8月生まれ・鰍沢北）
父　達也さん・母　美穂さん

標　　晴
はる
真
ま

くん
（平成 26年 1月生まれ・長澤）
父　勇輔さん・母　真生さん

Mail:kikaku@town.fujikawa.lg.jp

詳しくはこちら 富士川町　アイドル

　晴真のニコニコ笑顔でいつも
パパとママは元気になるよ♪い
つも笑顔でいられるようにみん
なで楽しく過ごそうね！

　いつも笑顔の月
　これからもお兄ちゃんの太
陽と一緒に周りのみんなを明
るく照らしてね

　食べる事と歌う事が大好き
な、ほのちゃん
　いつも笑顔に癒されてるよ
　ありがとう♥

笠井　　月
るな

ちゃん
（平成 26年 1月生まれ・青柳町）
父　恭平さん・母　恵美さん
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